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界面選択的非線形分光による界面科学の深化 
 
我々の身の周りにある機能性物質について考えるとそのほとんど全てが（学問領域にかか

わらず）界面を有していることがわかる。例えば、物理において、半導体が半導体デバイス

になるためには他の物質と接触することが本質的である。（cf.「Interface is the device.」Nobel 
Lecture 2000, H. Kroemer）また、化学における不均一化学反応（固体触媒等を用いる化学反応）

は界面でしか進行しない。さらに、生体は脂質膜界面を積層したものである。このように考

えていくと、物質の界面を理解することは物質科学において極めて本質的な課題であること

がわかる。一方で、昔パウリが「God made the bulk; surfaces were invented by the devil.」と言っ

たほど表面界面を制御・理解することは難しい。その理解の上での困難さの本質は、バルク

物質が存在する中で界面だけを選択的に観測することにある。 
 偶数次非線形光学現象には界面だけから発生するという原理的な特徴がある。我々はこの

原理を利用して、これまでに様々な新規界面選択的非線形分光法を開発してきた［1,2］。ま

た、これらの新規分光法を用いて最も基本的な液体界面である空気/液体界面の分子構造と分

子振動ダイナミクスについて研究してきた。これらの研究を通して空気/液体界面に関して

は、今やバルクと同等の分光情報が界面においても取得可能となっている。さらにごく最近

になって我々の界面選択的非線形分光法が固液界面にも適用可能であること[3]、並びに、界

面における光化学反応の追跡が可能であること[4]を示した。これらの新しい展開により、

我々の分光法を用いて、様々な機能性物質の界面構造を調べることが可能になりつつある。

そのような研究を進めることで、マクロな界面の機能とミクロな界面構造の関係について本

質的な知見が得られるものと期待している。 
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